
第９章　考察
この章では、第２章から第７章までの調査結果のまとめを踏まえ、障がいのある人を取り巻く今日的な課題について分析してみます。

１．障がいのある人とない人との共生について

（１）障害者差別解消法等の認知度

これまで、本市においては、障害者計画に「誰もが自立してともに暮らすまちをめざして」を掲げ、障がいのある人とない人との共生社会の実現に向け、障がい者福祉の向上に取り組んできました。こうした中、共生社会の実現を図るため、平成28年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」と「岐阜県障害のある人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」が施行されました。

そこで、まず、これら障害者差別解消法等の認知度について、市民意識調査結果と比較したところ、大きな差はみられず、法律と条例いずれも概ね１～２割程度の認知度と　　なっています。

図　9-1　障害者差別解消法等の認知度

1  障害者等実態調査　今年（平成28年）の４月に「障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律（障害者差別解消法）」と「岐阜県障害のあ

る人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」 が施行され

たことをご存じですか。
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2 　市民意識調査　障がいの有無に関らず、互いに尊重し合い、共に生きる社会をめ

ざすため、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障

害者差別解消法）」や「岐阜県障害のある人もない人も共に生き

る清流の国づくり条例」が平成28年４月から、施行されたこと

を知っていますか。
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（２）障がいのある人への差別や偏見

次に、障がいのある人への差別や偏見を感じるかどうかについて、市民意識調査結果を見ると、「差別や偏見を感じる」は、5.2％にとどまり、障がいのある人の意識（「ある」）と比べて差が顕著になっています。

図　9-2　障がいのある人への差別や偏見

　　①　障害者等実態調査　日常生活において、障がいがあるために差別や偏見を感じることはありますか。
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　　②　市民意識調査　障がいのある方への周囲の接し方についてどのように感じますか。
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（３）障がいのある人への理解や配慮

また、障がいのある人への理解や配慮を感じるかどうかについても、市民意識調査結果を見ると、「理解や配慮がされていると感じる」は、9.2％にとどまり、障がいのある人の意識（「ある」）と比べて差が顕著になっています。

図　9-3　障がいのある人への理解や配慮

　　①　障害者等実態調査　日常生活において、障がいについて理解や配慮があり、よ
かったと感じたことはありますか。（○は１つ）
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　　②　市民意識調査　障がいのある方への周囲の接し方についてどのように感じますか。
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市民意識調査では、さらに、障がいのある人への理解や配慮の意向についてたずねており、「そう（理解や配慮をしようと）思う」が61.9％となっている一方、「そう思うが、どのように理解や配慮をすればよいかわからない」が36.8％に及んでいます。

差別や偏見（208ページ）、理解や配慮（209ページ）の市民意識調査結果においていずれも「感じる」の割合が顕著に低く、「ある程度」感じるなどのあいまいな意識が高い割合を示していることは、「どのように理解や配慮をすればよいかわからない」という意識がかかわっているものと推察されます。
　　③　市民意識調査　障がいのある方について、理解や配慮をしようと思いますか。
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（４）生活満足度

生活満足度について、市民意識調査結果と比較したところ、いずれも「満足している」の割合が高くなっているものの、「どちらかといえば満足している」と合わせると、特に、精神に障がいのある人、手帳未所持者で市民意識調査結果より割合が低くなっています。

障がいのある人の就労での困りごと（73ページ）などの実感や暮らしへのニーズ（175ページ）などの意向において、「障がいについての理解や配慮」が上位にあることを踏まえると、「障がいについての理解や配慮」を促進していくことにより、障がいのある人の生活満足度もより高まるものと推察されます。

図　9-4　 生活満足度
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　　①　障害者実態調査　現在の生活について、どのように感じていますか。
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　　②　市民意識調査　現在の生活に満足していますか。
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２．発達障がいのある人への支援について

（１）年齢・性別

障害者差別解消法の施行後、平成28年８月に「発達障害者支援法の一部を改正する法律」が施行されました。発達障がいには、自閉症のほか、注意欠陥・多動性障がいや学習障がいなどの種類があり、知的障がいを伴うこともあります。障がい者手帳としては、知的障がいを伴う場合は療育手帳を所持することもありますが、精神障害者保健福祉手帳を所持することもあり、また、手帳を取得できずに障害福祉サービスを利用している人もいます。とりわけ知的障がいを伴う人の実態や意向等をこのような調査により把握することは難しく、その全容を把握することは容易ではありませんが、発達障がいのある人の実態や意向等をできる限り明らかにしていくことは、その特性に応じた支援策を推進していく上で必要となります。

したがって、ここでは、知的障がいを伴わない発達障がいのある人の実態や意向等について、この調査結果のうち、精神障がいのある人で発達障がいの症状のある人（10　　ページ）と手帳未所持児童（手帳を取得せずに障害福祉サービスを利用している児童）の回答を抽出し、分析してみます。

まず、上記回答者を年齢階層別、性別にみると、図9-5のとおりとなっています。

図　9-5　年齢・性別

　　①　年齢
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　　②　性別

[image: image20.emf]発達障がい（N = 23） 知的障がい（N = 191）

精神障がい（Ｎ＝183） 手帳未所持（N = 24）


（２）支援の状況

支援の状況をみてみると、「支援を必要とすることがある」が73.1％と、知的障がいのある人、障がいのある児童より割合が低く、精神に障がいのある人などより割合が高くなっています。

図　9-6　日常生活で支援を必要とすることがありますか。
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（３）支援者

主な支援者としては、「父母・義父母」の割合が特に高く、年齢は、「30歳代」「40歳代」の割合が高くなっています。

[image: image23.emf]重度・重複障がい（N = 71） 身体障がい（N = 1,227）

知的障がい（N = 194） 障がい児（N = 25）

図　9-7　いつも支援してくれる方は、どなたですか。
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図　9-8　いつも支援してくれる方の年齢は。

（４）現在と今後の住まい

現在と今後の住まいについてみてみると、「自宅」の割合が特に高く、現在の住まいとして「入所施設」「グループホーム」はないものの、今後の住まいとしてはそれぞれ2.1％となっています。
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図　9-9　現在の住まいはどれですか。
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図　9-10　これからの生活をどこで送りたいですか。

（５）サービスへのニーズ

自宅や通所施設等での生活支援サービスへのニーズについては、「障がいの特性にあったサービスを設ける」の割合が最も高く、次いで、「申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする」などの割合も比較的に高くなっています。

図　9-11　自宅や通所施設等でのサービスをより良いものとし、生活を充実させるためには、何が必要だと思いますか。
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	サービス提供事業所を増やす
	サービスの時間や回数（日数）を増やす
	障がいの特性にあったサービスを設ける
	する理解を促進する
サービス提供事業所の従業者の障がいに対
	提供を行う
事業所を選択するためのわかりやすい情報
	を充実する
サービスの苦情や改善について対応する場
	相談支援事業所を増やして使いやすくする
	くする
申請や契約などの事務手続きをわかりやす
	特にない
	その他

	障がい児
	367
	37.9
	36.8
	66.2
	47.4
	46.0
	19.1
	24.0
	43.9
	6.8
	5.7

	
	知的障がい
	199
	42.2
	42.2
	68.8
	60.3
	53.8
	21.6
	25.6
	44.7
	4.0
	7.5

	
	精神障がい
	21
	42.9
	28.6
	66.7
	52.4
	47.6
	23.8
	47.6
	42.9
	9.5
	0.0

	
	手帳未所持者
	68
	36.8
	39.7
	72.1
	32.4
	42.6
	17.6
	23.5
	50.0
	2.9
	5.9


（６）就労の状況

就労の状況をみてみると、「仕事をしている」割合は、知的障がいのある人より低く、精神に障がいのある人などより高くなっています。

図　9-12　仕事や通学の状況は、どれにあたりますか。

[image: image30.emf]N =

63

572

141

276

   重度・重複障がい

   身体障がい

   知的障がい

   障がい児

0.2

1.1

1.6

3.0

3.6

30.2

7.7

3.5

37.0

42.9

9.4

18.4

49.3

11.1

27.8

35.5

6.9

9.5

29.0

24.8

1.4

3.2

14.2

14.9

0.7

1.6

8.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image31.emf]N =

74

1,311

229

374

   重度・重複障がい

   身体障がい

   知的障がい

   障がい児

82.4

75.5

61.6

92.0

13.7

7.4

2.7

5.4

1.4

10.5

2.1

10.8

4.0

14.0

1.9

2.4

3.1

1.4

3.0

3.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%


なお、就労の形態としては、「正職（社）員」「正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）」の割合が比較的に高くなっています。

図　9-13　どのような形で働いていますか。
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[image: image33.emf]重度・重複障がい（N = 69） 身体障がい（N = 1,303）

知的障がい（N = 232） 障がい児（N = 376）

自家用車（自分で運転）


（７）就労での困りごと

就労での困りごとについては、「職場でのコミュニケーションがうまくとれない」の割合が最も高く、次いで、「障がいについて理解や配慮をしてもらえない」の割合も高く、ともに比較的に顕著になっています。

[image: image34.emf]-

図　9-14　仕事の悩みや困っていることはありますか。

（８）働くための環境づくり

働くためのに必要なことについては、「就職に結びつく技術や知識を習得する機会が提供されていること」「働く場の紹介（斡旋）や相談が充実していること」などの割合が比較的に高くなっています。

図　9-15　障がいのある方が働くためには、どのようなことが必要だと思いますか。
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[image: image36.emf]発達障がい（N = 11） 知的障がい（N = 147）

精神障がい（N = 67） 手帳未所持（N = 9）


（９）差別や偏見

差別や偏見を感じることがあるかどうかについては、「ある」の割合が、知的・精神に障がいのある人、障がいのある児童より低くなっています。

図　9-16　日常生活において、障がいがあるために差別や偏見を感じることはありますか。

[image: image37.emf]N =

93

236

229

26

376

   知的障がい 206

   精神障がい 22

   手帳未所持 68



   発達障がい

   知的障がい

   精神障がい

   障がい児

   手帳未所持

67.7

58.1

56.8

69.2

72.6

75.7

68.2

69.1

30.1

22.5

27.9

23.1

22.6

18.9

22.7

29.4

2.2

2.1

5.7

2.4

2.4

4.5

1.5

7.2

0.9

7.6

1.3

7.7

1.3

2.4

0.8

1.3

1.7

6.1

1.1

0.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%


（10）理解や配慮

理解と配慮があり、よかったと感じたことがあるかどうかについては、「ある」の割合が、障がいのある児童などより低く、知的・精神に障がいのある人と同程度となっています。

図　9-17　日常生活において、あなたの障がいについて理解や配慮があり、よかったと感じたことはありますか。
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自営業（家の仕事の手伝いを含む）
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（11）生活満足度

生活満足度については、「満足している」割合が、知的障がいのある人、障がいのある児童により低く、精神に障がいのある人などより高くなっています。

図　9-18　現在の生活についてどのように感じていますか。
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（12）暮らしやすい環境づくり

暮らしやすくするためのニーズについては、「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」の割合が最も高く、次いで、「障がいのある人の働ける企業が増えてほしい」の割合が高くなっています。

知的障がいを伴わない発達障がいのある人は、比較的に、日常生活において支援を必要とせず、就労しているものの、働く上で障がいについての理解や配慮、コミュニケーションなどに困っていることから、特に就労を中心に「障がいについての理解を深める」ことが重要な課題であることがうかがわれます。

[image: image42.emf]配偶者 父母・義父母 子ども・子どもの配偶者
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いない

図　9-19　暮らしやすくなるために特にしてほしいことは、どのようなことですか。
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３．重度・重複障がいのある人への支援について

（１）年齢・性別

最後に、主な支援者である家族等の負担が大きく、とりわけ今後の「親なき後」を見据えた対応が必要とされている重度・重複障がいのある人の実態や意向等について、この調査結果のうち、いわゆる「重心」である身体障害者手帳１・２級（下肢・体幹）と療育手帳Ａ・Ａ１・Ａ２を所持している人の回答を抽出し、分析してみます。

まず、上記回答者を年齢階層別にみると、18歳未満が73.4％となっており、性別をみると、「女性」に比べて「男性」の割合が高く、６割を超えています。

図　9-20　年齢・性別
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　　①　年齢

[image: image44.emf]10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上

　　②　性別

[image: image45.emf] 

持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）

市営・県営住宅 グループホーム

入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他

正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）自営業（家の仕事の手伝いを含む）


（２）支援者

主な支援者としては、「父母・義父母」の割合が特に高く、年齢は「30歳代」「40歳代」の割合が高くなっています。

図　9-21　いつも支援してくれる方は、どなたですか。
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図　9-22　いつも支援してくれる方の年齢は。
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[image: image48.emf]正職（社）員

正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）

自営業（家の仕事の手伝いを含む）

内職

就労移行支援事業所、就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所、作業所等を利用

その他


（３）将来の支援のあり方

主な支援者に、高齢や病気などで、将来支援してもらえなくなった際の暮らし方については、「施設に入所したい」の割合が最も高く、身体・知的障がいのある人、障がいのある児童より高くなっています。

図　9-23　いつも支援してくれる方が高齢、病気などで、将来支援してもらえなくなった場合、どうしたいと思いますか。

[image: image49.png]



[image: image50.emf]10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上


（４）現在と今後の住まい

現在と今後の住まいについてみてみると、「自宅」の割合が特に高く、「入所施設」の割合にあまり変化はないものの、今後の住まいとして「グループホーム」が5.4％となっています。

図　9-24　現在の住まいはどれですか。
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図　9-25　これからの生活をどこで送りたいですか。
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[image: image54.emf]ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回
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（５）生活支援サービス

重度訪問介護の利用について、「利用している」は14.3％と、身体・知的障がいのある人より割合が高くなっています。また、「今後利用したい」も50.0％と高くなっています。

図　9-26　重度訪問介護の利用状況は、どれにあたりますか。
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また、児童発達支援サービスの利用については、「利用している」「今後利用したい」とも、障がいのある児童と同程度の割合となっています。

[image: image57.emf]満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない

図　9-27　児童発達支援の利用状況は、どれにあたりますか。

（６）サービスへのニーズ

自宅や通所施設等での生活支援サービスへのニーズについては、「サービス提供事業所を増やす」「サービスの時間や回数（日数）を増やす」「サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理解を促進する」「事業所を選択するためのわかりやすい情報提供を行う」などの割合が比較的に高くなっています。

図　9-28　自宅や通所施設等でのサービスをより良いものとし、生活を充実させるためには、何が必要だと思いますか。
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（７）外出の状況

外出の状況をみると、「ほぼ毎日」「週３～４回」を合わせた割合が６割程度と、知的障がいのある人と同程度で、身体に障がいのある人、障がいのある児童より低くなっています。

図　9-29　過去１年間にどれくらい外出しましたか。
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（８）通院の状況

通院の状況をみると、「月１～２回」の割合が最も高く、身体・知的障がいのある人、障がいのある児童より高くなっています。

図　9-30　どのくらいの頻度で通院していますか。
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（９）外出での移動手段

外出の移動手段をみると、「自家用車（乗せてもらう）」の割合が最も高く、「車いす」の割合も特に高くなっています。

図　9-31　外出のときの移動手段は何ですか。
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（10）暮らしやすい環境づくり

暮らしやすくするためのニーズについては、「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」の割合が最も高く、次いで、「外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい」の割合も特に高くなっています。

重度・重複障がいのある人は、将来的には、主な支援者である親の高齢化等に伴う入所施設等の確保が特に必要になるものの、今日的には、生活支援サービスの提供体制等の充実のほか、周囲の理解や通院などの外出の際に車いすで移動できるような環境整備が重要な課題であることがうかがわれます。
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図　9-32　暮らしやすくなるために特にしてほしいことは、どのようなことですか。
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[image: image69.emf]重度・重複障がい（N = 71） 身体障がい（N = 1,176）

知的障がい（N = 208） 障がい児（N = 367）
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